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平成 30 年度 兵庫県青少年赤十字研究会 開催要項   

 

 

 

１ 趣   旨  青少年赤十字活動を学校生活において実践することにより、 

         児童・生徒の自主性と指導性を養い、世界の平和と福祉に貢 

         献できる青少年育成を目指す。 

         日本赤十字社兵庫県支部では青少年赤十字研究推進校を設け、 

         研究を委嘱しており、本研究会は研究推進校が実践している 

         研究の成果を発表・共有することにより、各学校での青少年 

         赤十字活動の充実と活性化を図ることを目的とする。 
    

 

２ 日   時  平成３１年１月２０日（日） １３：００～１５：００ 

 

 

３ 会   場    日本赤十字社兵庫県支部 ７階大会議室 

          〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通 1-4-5 

          

 

４ 主   催  兵庫県青少年赤十字協議会 

         兵庫県高等学校青少年赤十字協議会 

         兵庫県中学校青少年赤十字協議会 

         兵庫県小学校青少年赤十字協議会 

         日本赤十字社兵庫県支部  

 

 

５ 後   援  兵庫県教育委員会 

 

 

６ 研究発表校  芦屋市立精道小学校 

         宝塚市立末成小学校 

                  篠山市立城南小学校 

                  兵庫県立柏原高等学校 
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プログラム 

 

                                      【敬称略】 

 （１）開会（１３：００～１３：２０） 

     開会挨拶  兵庫県青少年赤十字協議会 会長 中野 憲二        

           日本赤十字社兵庫県支部 事務局長 大久保 博章        

     来賓挨拶  兵庫県教育委員会事務局 高校教育課 指導主事  藤原 一平 

                  

 （２）青少年赤十字研究推進校活動報告、質疑応答（１３：２０～１４：４５）【敬称略】 

   ①芦屋市立精道小学校 

     研究テーマ：阪神淡路大震災を語り継ぐ 

     発 表 者：大橋 恋菜、野﨑 彩花、若林 弥生 

高見 里奈（教諭）、西條 万希（教諭）、乾 芳（主幹教諭） 

 

   ②宝塚市立末成小学校 

     研究テーマ：学校・家庭・地域の連携を基盤にした、安心・安全、みんなに優しい 

           まちづくり 

     発 表 者：成瀬 雅巳（校長） 

 

   ③篠山市立城南小学校 

  研究テーマ：「気づき・考え・実行する ～主体的に判断し、行動する児童をめざして～」       

  発 表 者：谷 健太郎（教諭） 

  

   ④兵庫県立柏原高等学校 

      研究テーマ：①柏原市街地の観光バリアフリーマップの作成 

②丹波市在住のニューカマー外国人の日本人社会への親近感・信頼感を高 

 める活動 

           ③市民の防災意識を向上させる活動 

   発 表 者：堂本 泰暉、前川 若奈、芦田 侑衣香、岸田 玲奈、吉見 真尋、 

采女 茉由奈、大中 慧飛 

久保 哲成（主幹教諭）、土井 敬子（教諭） 

  

 （３）講評（１４：４５～１４：５０） 

     赤十字活動指導講師/兵庫県青少年赤十字賛助奉仕団委員長 中島 健治   
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 （４）閉会/事務連絡（１４：５０～１５：００） 

     閉会挨拶  日本赤十字社兵庫県支部 事業部長 山本 敏一 
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「阪神淡路大震災を語り継ぐ」～防災委員会の取り組み～ 

芦屋市立精道小学校 

≪活動の要旨≫ 

今から 24 年前，1995 年 1 月 17 日午前 5 時 46 分マグニチュード７．３の兵庫県南部

地震が起こりました。私たちの芦屋市立精道小学校校区は７割が全半壊という被害を受け，

その地震により，8 人の子どもと 6 人の保護者が亡くなりました。また，当時はまだ小さ

く，精道小学校に入学してくるはずだった 15 人の子どもも亡くなりました。 

そんな精道小学校には，防災委員会というものもあります。防災委員会は，精道小学校で

大切にされてきた防災の取り組みを守る仕事をしている市内で唯一の委員会です。 

毎週の当番活動として，玄関ホールの震災展示物の掃除や祈りの碑の掃除，献花の水替え，

希望の花壇の手入れや水やりなどをしています。暑い日も寒い日も毎日祈りの碑をきれいに

ふいて，花の水替えをしています。毎月１７日になると，精道小学校の祈りの碑の前には，

お花が供えられていますのでその水替えをします。 

また，阪神淡路大震災と東日本大震災の被災地で咲いていた花を育てている希望の花壇の

手入れをしています。本校で大切にしてきたあさがおや，震災の一年後に復興を願って植え

られたひまわり，東日本大震災の被災地の彼岸花をはじめ，チューリップやコスモス，ひま

わりも育てています。一年中何かの花が元気に咲いています。ここも毎日水やりをして，毎

年きれいな花を咲かせて次の年に引き継ぐため大切に育てています。 

このような活動のほかにも，委員会の時間に随時話し合って臨時活動も行っています。 

今年度は新たなとりくみとして，被災地の１日でも早い復興を願って，防災七夕というも

のを考えました。防災七夕を計画している時に大阪府北部地震が起きました。短冊には大阪

府北部地震をうけて，低学年の子も「もうじしんがきませんように」や「大さかの人がはや

く元気になりますように」という願いを書いて被災地に届けました。 

また，９月７日の２学期最初の委員会活動で，前日に起きた北海道胆振東部地震の募金活

動をしたいという声があがりました。みんなで話し合い，１３日と１４日の２日間，校内募

金と駅前と市役所前に立つ街頭募金をおこなうことになりました。 

手作りの募金箱とポスターを持ち，募金への協力を何度も何度も大きな声で呼びかけまし

た。私たちも大きな声で一生懸命募金を呼びかけると，たくさんの方が募金にご協力してく

ださいました。「えらいね」「がんばってよ！」「ありがとう」と声をかけてもらい，地域の

方の温かさを感じました。集まったお金は，被害が大きかった厚真町に支援金として送りま

した。 

これからも，精道小学校で代々大切にされている祈りの碑や希望の花壇をみんなで大切に

し，次の世代へとつなげていきたいとおもっています。 
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追悼式（１月１７日） 防災委員会の取り組み

防災の取り組みを守る仕事をしています。

（具体的には・・・）

・玄関ホールの震災展示物の掃除や祈りの碑の
掃除

・献花の水替え

・希望の花壇の手入れや水やり

など

祈りの碑の掃除 希望の花壇

北海道地震への募金活動もしました 募金活動で集まったお金は、厚真町に送りました。

ご清聴ありがとうございました

阪神淡路大震災を語り継ぐ
～防災委員会の取り組み～

芦屋市立精道小学校

語り継ぐ会（１２月）
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学校・家庭・地域の連携を基盤にした、安心・安全、みんなに優しいまちづくり 

宝塚市立末成小学校 

 本校は、今年度から宝塚のコミュニティ・スクールモデル校として地域と強固に連携・協働した

学校運営を行っている。そこで、コミュニティ・スクールの強みを活かし、「安心・安全、みんなに

優しいまちづくり」のテーマに基づいて研究推進した。 

Ａ コミュニティ・スクールを活かした活動 

 学校と地域をつなげる活動として、学力アップ支援、安全力アップ支援、環境力アップ支援、生活

力アップ支援の実働組織を作り、防災に関する活動、福祉活動、環境奉仕活動などを含む様々な活

動を行った。 

Ｂ 安全力アップ支援（防災に関する活動） 

１ このまち大すきプロジェクト～みんなが安心して暮らせるまちづくり～ 

  まちづくり計画見直し委員会（末成小学校地域まちづくり協議会）と連携して、地域のまち

づくりについて検討した。 

⑴ アンケートをとおして、地域の課題に気づき、地域のまちづくりについて考えた。（５・６

年全員） 

 ・アンケートでは、今住んでいるところが好き（どちらかというと好き）と答えた子どもが

70％、嫌いと答えた子どもは一人もいなかった。 

 ・「地域の良い（自慢できる）ところ」という質問では、地域の人が見守ってくれることなど、

地域の人とのつながりに関することが多く、災害時に助け合える地域コミュニティが形成さ

れていることがうかがえる。 

 ・まちづくりに関係する「将来この地域がどんなまちになったらいいと思いますか」という質

問では、「事件や事故、災害の少ない安全なまち」91％、「保健（健康づくり）や医療（病院

など）が充実したまち」74％、「お年寄りや体の不自由な人が暮らしやすいまち」72％と高

い割合となり、「防災」「社会福祉」「老人福祉」「障がい者福祉」の必要性を、子どもたちが

考えていることがわかった。 

⑵ 子ども安全マップを持って校区を地域の人たちと見学し、まちの危険なところに気づき、

自分たちができることは何かを考え、地域の人たちと意見交流した。（４・５年代表） 

２ その他 

  地域と連携して、避難訓練、避難所運営訓練、地域防災訓練、「総合治水」の授業など、防災

に関する活動を行った。 

今後、「このまち大すきプロジェクト」が、子どもたちの「気づき・考え・実行する」活動となる

よう、さらに充実・発展させていきたい。また、コミュニティフェスティバルのような学校と地域が

連携する機会を使って、子どもたちの力で献血推進に関する活動など、赤十字活動の啓発・推進を

行っていきたい。 
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気づき・考え・実行する ～主体的に判断し、行動する児童をめざして～ 

篠山市立城南小学校 

「こころ豊かに たくましく 生きる力の育成」を本校の教育目標とし、こころ豊かに将来を切

りひらくたくましい力を培い、安全・安心な学校づくりを進めるとともに、夢や目標をもつ自立し

た児童の育成をめざした。その実現のためにＪＲＣの基本理念や手法を活用しながら教育を推進し

た。 

本校の児童は、明るく人懐っこい児童が多い反面、積極的に自分で考え粘り強く行動が苦手とす

ることが課題ととらえている。そこで「気づき、考え、実行する～主体的に判断し、行動する児童を

めざして～」を研究主題として、自分で考え進んで行動できる積極性と粘り強く行動する力の育成

に重点をおいた。 

＜３年生＞ 

地域の方に黒豆の育て方を教わりながら、1 学期から 2 学期の総合的な時間を活用しながら黒豆

の栽培に取り組んだ。収穫のときには、長い間育ててきたこともあり、子どもたちからは歓声があ

がっていた。黒豆は丹波地域を代表する特産物であり、地域の方々と交流を図る中、地域を愛し誇

りに思う心情を育むことができた。 

＜４年生＞ 

視覚障がい者の方を講師に招き、障がい者福祉について体験を通して学習を行った。後日、社会

福祉協議会の協力を得てアイマスク体験を行った。体験後の振り返りからも「障がい」についての

認識が深まり、不自由さに気づき、支え合いの大切さや優しさ等について考える機会となった。 

１分間ＶＳ（ボランタリーサービス）を終わりの会で行った。道徳の時間に自分が気づいて、どの

ように行動したのかをクラス全体で共有した。この活動を始めてから、落とし物に気づき拾うとい

う行動、些細なことでも身のまわりのことに気づき、考え、行動に移すことのできる児童が増えた

と感じている。 

＜５年生＞ 

園芸に堪能な職員からサイネリアの栽培方法を指導してもらい、日当たりの良い渡り廊下で大切

に育てている。今後卒業式や入学式で会場を飾ったり、お世話になっている地域の方々に贈ったり

することを予定している。この取組も奉仕の心の育成ととらえ、美しく咲いた花を多くの人たちへ

披露し喜んでいただくことを、自分たちの喜びとなるようにしていきたい。  

＜６年生＞ 

学校のろうかを走る人が多いという課題が話し合いの場にあがり、６年生を中心にろうかを歩こ

うキャンペーンに取り組んだ。実態調査を行いながら、歩いている人に「いいね！」と声をかけた

り、ハイタッチをしたりしながら調査を行った。この取組により、学校全体にろうかを歩こうとい

う雰囲気が作られていった。このように走っている人が多いという課題に気づき、どのようにすれ

ばこの課題を解決できるのか考え、考えた出した方法を実行することで、学校をより安全に生活で

きる場所にすることができた。 
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＜児童会＞ 

学校内でのトラブルゼロをめざし、校内にポスターをはったり黄色いビブスを着た子たちが教室

をまわり困りごとなどの相談にのったり、一人でいる子に声をかけたり、ハイタッチなどをしなが

ら活動した。 
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研究テーマ ①丹波市在住のニューカマー外国人の日本人社会への親近感・信頼感を高める活動 

②市民の防災意識を向上させる活動 

③柏原市街地の観光バリアフリーマップの作成 

兵庫県立柏原高等学校 

《活動の要旨》 

１ 丹波市在住のニューカマー外国人の日本人社会への親近感・信頼感を高める活動 

１）平成 30 年度の交流 

①6 月：フィリピン人ママのクッキング教室 

     ②12 月：タイ人ママのクッキング教室 

２）交流を通しての成果 

①街中で、外国人の方に挨拶ができたり、話かけられるようになった 

②外国人への偏見の壁がなくなった 

③交流をした人の国が、親しく、また近く感じられるようになった 

２ 市民の防災意識を向上させる活動 

１）防災教育活動へのきっかけ：市島豪雨災害：平成 26 年８月 16 日・17 日  

  ２）丹波市在住外国人は災害に不安を覚えている 

①警報と注意報の違いがわからない 

②テロップの日本語なので読めない 

③避難場所もわからない 

３）この人たちへの防災教育の必要性を感じて、防災紙芝居を思いつく 

    ①豪雨・洪水防災紙芝居：気象庁仙台管区気象台作成 

②日本語のシナリオを、わかりやすく、簡単なセリフに直す 

③簡単な日本語のセリフを、英語とフィリピノ語に翻訳 

  ４）防災紙芝居の実施の今後の予定 

①幼稚園・小学校での定期的な実施へ（文化発表会の代休日に実施） 

②篠山学園（介護士養成）：ベトナム人入学、ベトナム語での防災紙芝居実施へ 

３ 柏原市街地の観光バリアフリーマップの作成 

１）車いすマップ作りのきっかけ 

①7 年前、神戸の障がい者団体が柏原に観光に来られ先輩が車いすを押すお手伝い 

  ２）今年度のフィールド調査：7 回：5 月 2 回、10 月 1 回、12 月 1 回、2 月 1 回 

  ３）完成へ 

    ①今学期中の完成を目指す：7 回の調査を受けて、マップ作り 

    ②7 回目の調査の内容：公衆トイレの調査を 
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青少年赤十字研究推進校設置要項  

 

１ 趣旨 
   青少年赤十字加盟校（以下「加盟校」という）における青少年赤十字活動の充実振興を資する

ともに、未加盟校の啓発をはかり、もって青少年赤十字の充実振興を期するため、青少年赤十
字研究推進校（以下「研究推進校」という）を設け、研究を委嘱する。 

 
２ 研究主題 
   研究主題は、次の活動に関するものとする。 
 （１）赤十字募金に関する活動 
 （２）防災に関する活動 
 （３）青少年赤十字の普及、育成に関する活動 
 （４）献血推進に関する活動 
 （５）奉仕活動に関する活動 
 （６）社会福祉施設における活動 
 （７）老人福祉の向上のための活動 
 （８）障がい者福祉の向上のための活動 
 
３ 研究推進校の指定及び決定 
 （１）研究推進校は、日本赤十字社兵庫県支部（以下「支部」という）が当該支部管内青少年赤十

字加盟の小学校、中学校、高等学校から計６校を指定する。 
 （２）研究推進校の指定期間は１年間とし、原則として最長３年まで継続して申請することがで

きる。 
  （３）研究推進校の指定については、兵庫県青少年赤十字協議会総会において決定する。 
 
４ 研究推進校の指定の申請 
   支部は毎年研究推進校の公募を行い、指定を受けようとする加盟校は、「青少年赤十字 
   研究推進校指定申請書」（様式第１号）により４月末日（厳守）までに支部に申請する。 
 
５ 研究推進校の助成金の申請 
 （１）研究推進校の指定を受けた加盟校は、指定後速やかに「青少年赤十字研究推進校助成金交付

申請書」（様式第２号）に、「助成金収支予算書」（様式第３号）を添えて、支部まで申請す
る。 

 （２）支部は研究推進校の研究等に必要な経費（別表参照）について、年度あたり８万円を上限と
して助成する。 

 
６ 研究発表及び報告 
   研究推進校は、「青少年赤十字研究推進校活動状況報告書」（様式第４号）及び「助成金収支報

告書」（様式第５号）を、翌年度４月末日（厳守）までに支部に提出する。期日までに提出さ
れない場合は、翌年度の申請を受け付けない。 
また、活動状況等の報告を支部が開催する「兵庫県青少年赤十字研究会」において、研究発
表を行う。 
 

 付  則   
   本要項は、昭和５７年４月１日制定実施する。 
   本要項は、平成元年４月１日一部改正実施する。 
   本要項は、平成１８年１２月２０日一部改正実施する。 
   本要項は、平成１９年４月１日一部改正実施する。 
   本要項は、平成２０年１１月１日一部改正実施する。 
      本要項は、平成２２年１月５日一部改正実施する。 
    本要項は、平成２６年１２月２０日一部改正し、平成２７年４月１日から実施する。 
   本要項は、平成２７年１２月１５日一部改正し、平成２８年４月１日から実施する。 

      日本赤十字社兵庫県支部 
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青少年赤十字研究推進校一覧 

日本赤十字社兵庫県支部 

年 度 学 校 名 研  究  主  題 

Ｈ２８ 宝塚市立山手台小学校 

「創造とチャレンジ」 

 ～様々なことにチャレンジし、より良い自分、より良い

学校、より良い地域を創ろう～ 

Ｈ２８ 篠山市立城南小学校           
「気づき・考え・実行する」 

 主体的に判断し、行動する児童をめざして 

Ｈ２８ 西脇市立黒田庄中学校 
「健やかでうるわしく 和やかでよく働く 自力でなし

とげる」を目標とした生徒の育成 

Ｈ２８ 猪名川町立六瀬中学校 

「みつめよう命、つなげよう絆、救おう地球」 

～ふるさとから学び、ふるさとに貢献し、グローバルに活

躍する人材を育成する～ 

Ｈ２８ 兵庫県立鳴尾高等学校 奉仕・国際理解 ～地域・世界の一員として～ 

Ｈ２８ 兵庫県立柏原高等学校 
「丹波市在住のニューカマー外国人の日本人社会への親

近感・信頼感を高める活動」 

Ｈ２９ 芦屋市立精道小学校 阪神淡路大震災を語り継ぐ 

Ｈ２９ 宝塚市立末成小学校 
学校・家庭・地域の連携を基盤にした、安心・安全、

みんなに優しいまちづくり 

Ｈ２９ 西脇市立黒田庄中学校 
「健やかでうるわしく 和やかでよく働く 自力で 

成し遂げる」生徒の育成 

Ｈ２９ 猪名川町立六瀬中学校 

「共創的な対話が生み出す、つながる地域、そして、

みんなの地球」～ふるさとから学び、ふるさとに貢献し、

国際社会で活躍できる人材を育成する～ 

Ｈ２９ 兵庫県立鳴尾高等学校 奉仕・国際理解 ～地域・世界の一員として～ 
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Ｈ２９ 兵庫県立柏原高等学校 

①丹波市在住のニューカマー外国人の日本人社会へ 

の親近感・信頼感を高める活動 

②市民の防災意識を向上させる活動 

③柏原市街地の観光バリアフリーマップの作成 

Ｈ３０ 芦屋市立精道小学校 阪神淡路大震災を語り継ぐ 

Ｈ３０ 宝塚市立末成小学校 
学校・家庭・地域の連携を基盤にした、安心・安全、み

んなに優しいまちづくり 

Ｈ３０ 篠山市立城南小学校 
「気づき・考え・実行する ～主体的に判断し、行動 

する児童をめざして～」 

Ｈ３０ 兵庫県立柏原高等学校 

①柏原市街地の観光バリアフリーマップの作成 

②丹波市在住のニューカマー外国人の日本人社会への 

親近感・信頼感を高める活動 

③市民の防災意識を向上させる活動 
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研究会における発表の風景 
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